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まち 

松 江へ 来て、 まず 自分の 心 を ひいた もの は、 この 巿 

じゅうおう か 

を 縦横 に 貫いて いる 川の 水と その 川の 上に 架けられ 

た 多くの 木造の 橋と であった。 河流の 多い 都市 は ひと 

リ松 江の みで はない。 しかし、 そういう 都市の 水 は、 

自分の 知っている 限りで たいてい は そこに 架けられた 

きょ-つりよ-つ そ 

橋 梁に よって 少 からず、 その美し さ を 殺 がれて いた。 

なぜと いえば、 その 都市の 人々 は 必ず その 川の 流れに 

くしが た 

第三 流の 櫛 形 鉄橋 を 架けて しかも その 醜い 鉄橋 を 彼ら 

の 得意な ものの 一 つに 数えて いたから である。 自分 は 



うる こと を、 松 江の 人々 のために 心から 祝したい と 思 

う。 そうして 蘆と 蘭との 茂る SS 像 を 見お ろして、 かすか 

な 夕日の 光に ぬらされながら、 かいつ ぶり 鳴く 水に 寂 

しい 白壁の 影 を 落し ている、 あの 天主 閣の 高い 屋根が 

わらが いつまでも、 地に 落ちない ように 祈りたい と 思 

う。 

しかし、 松 江の 巿が 自分に 与えた もの は 満足ば かり 

ではない。 自分 は 天主 閣を 仰ぐ とともに 「松 平 直 政 

公 銅像 建設 之 地」 と 書いた 大きな 棒ぐ い を 見ない わけ 

に は ゆかなかった。 否、 ひとり、 棒ぐ いのみで はない。 

その かたわらの 鉄 網 張りの 小屋の 中に 古色 を 帯びた 幾 



自分が 前に 推賞した 橋梁と 天主 閣とは 二 つながら 過 

去の 産物で ある。 しかし 自分が これらの もの を 愛好す 

る ゆえん はけつ して 単に それが 過去に 属する からのみ 

ではない。 いわゆる 「寂び」 というよ うな 偶然 的な 属 

性 を 除き 去っても、 なお これらの ものが その 芸術的 価 

値に おいて、 没却すべからざる 特質 を 有して いるから 

である。 この ゆえに 自分 は ひとり 天主 閣に とどまらず 

ぼんさつ 

松 江の 市内に 散在す る 多くの 神社と 梵刹と を 愛する と 

ともに (ことに 月 照 寺に おける 松 平家の 廟 所と 天 倫 

寺の 禅 院とは 最も 自分の 興味 を ひいた ものであった) 



の 土と 空気と に 親しみ を 持って いるか を 語って いる。 

そして 最後 に 建築物 に関して も、 松 江 は その 窓と 壁と 

露台と をより 美しくな がめ しむべき 大 いなる 天恵 —— 

ヴ ェ ネ ティア をして ヴ ェ ネ ティ ァ たらしむ る 水 を 有し 

ている。 

松 江 は ほとんど、 海 を 除いて 「あらゆる 水」 を 持つ 

ている。 椿が 濃い 紅 の 実 を つづる 下に 暗く よどん 

ほリ な だ もん 

でい る 濠の 水から、 灘 門の 外に 動く ともなく 動いて ゆ 

く 柳の 葉の ように 青い 川の 水に なって、 なめらかな ガ 

ラス 板の ような 光沢の ある、 どことなく LIFELIKE な 

湖水の 水に 変わる まで、 水 は 松 江 を 縦横に 貫流して、 



きリ こどうろう しきみ 

切 角灯 籠の 火が 稱 のにお いに みちた たそがれの 川へ 

静かな 影 を 落す の を 見た 人々 はたやす くこの 自分の こ 

とばに 首肯す る， ，一 とがで きる だろうと 思う。 

自分 は 最後に この ニ篇の 蕪雑な 印象 記 を 井川 恭氏 

に献 じて 自分が 同氏に 負つ ている 感謝 をわず かで 

も 表したい と 思う こと を 附記して おく (おわり) 

(大正 四 年 八月) 
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